
  

3年生 国語 

第３回 ５月２２日 

 

学習の進め方 

１教科書とノートを用意する。 

２「進め方ワーク」を読みながら、学習を進めていく。 

３ノートは写真のように、使っていく。

 

 

ノートは、「１８マス」

をオススメしています

が、 

「あまり売っていな

い。」 

というお声を聞きます。

その場合は、１５マスな

どに変更していただいて

構いません。 

※画像は１５マスです。 
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国語 第３回 進め方ワーク 

１ 今から第３回国語の学習をはじめます。よろしくお願いします。 

 

２ 「すいせんのラッパ」の学習を始めますね。前回の学習から、少し時間

がたっているので、まずは、「すいせんのラッパ」を全部読みましょう。 

では、教科書の１８ページを開いて、全部読みましょう。スタート！ 

 

３ 読み終わりましたか？ それでは、次の文を見てみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

では、声に出して読んでみよう。１、２、せえの！ 

 

「え、先生？」 

 

お、気づいた人、いるかな？ 

そう、「へん」なところがあります。今回も「へん」なところ探しをやって

みよう！見つけられるかな？教科書を見てもいいよ。 

じゃあ、へんなところ探し、ようい、スタート！ 

 

 

 

「
さ
、
あ
そ
ぼ
う
。
う
ん
と
あ
そ

ぼ
う
。
だ
れ
と
あ
そ
ぼ
う
。
の
そ

り
・
ぴ
ょ
ん
。
の
そ
り
・
ぴ
ょ

ん
。
の
そ
り
・
ぴ
ょ
ん
」 

 

ニ
ョ
ロ
ッ
ニ
ョ
ロ
ッ
ヌ
ー
ン
。 

お
ち
葉
の
中
か
ら
、
緑
色
の
リ
ボ

ン
の
よ
う
な
か
え
る
が
と
び
起
き

て
、 
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正しいのは、これだね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どう？見つけられた？ 

 

「うん、だってさ、このかえるは、「ダンサー」のかえるだよ。ぴょんぴょ

んしてるかえるなのに、『ニョロッニョロッヌーン』だったら全然合わな

いよ。なんか、なめくじみたいにゆっくりしてるかえるになっちゃうよ！」 

 

なるほど、いいところに気がついたね！ 

確かに、ダンサーで元気がいい感じのかえるには、「ニョロニョロ」は合わ

ないよね。じゃあ、「のそり・ぴょん」は？ 

 

「『のそり・ぴょん』も同じで、『のそり』だったら、元気よく踊ってる感

じが出ないよ。『ひらり』は、なんだか、とびはねてるというか、ジャンプ

が上手っていうか。ダンサーのかえるにぴったりくるよ。」 

 

うんうん。するどい考えだね！ 

 

じゃあ、もう 1 問だけやってみよう。 

パ
ッ
パ
ッ
ポ
ー
ン
。 

お
ち
葉
の
中
か
ら
、
緑
色
の
リ
ボ

ン
の
よ
う
な
か
え
る
が
と
び
起
き

て
、 

 

「
さ
、
あ
そ
ぼ
う
。
う
ん
と
あ
そ

ぼ
う
。
だ
れ
と
あ
そ
ぼ
う
。
ひ
ら

り
・
ぴ
ょ
ん
。
ひ
ら
り
・
ぴ
ょ

ん
。
ひ
ら
り
・
ぴ
ょ
ん
」 
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次の文を見てみよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さあ、これもへんなところがあるよ。 

教科書を見ながらかくにんしてみよう！ 

 

 

 

 

 

正しいのは、これだね。 

 

 

 

 

 

 

 

「
う
れ
し
い
な
。
う
れ
し
い
な
。

う
れ
し
い
な
。
ど
す
ど
す
・
ど
す

ど
す
・
ど
す
ど
ん
ど
ん
。
」 

 

す
い
せ
ん
の
そ
ば
の
土
が
、
ど
が

っ
と
う
ご
い
て
、 

豆
つ
ぶ
み
た
い
な
か
え
る
が
、
ぴ

い
ん
と
と
び
起
き
ま
し
た
。 

 

「
う
れ
し
い
な
。
う
れ
し
い
な
。

う
れ
し
い
な
。
ぴ
こ
ぴ
ん
・
ぴ
こ

ぴ
ん
・
ぴ
こ
ぴ
ん
ぴ
ん
。
」 

 

す
い
せ
ん
の
そ
ば
の
土
が
、
ち
ょ

ろ
っ
と
う
ご
い
て
、 

豆
つ
ぶ
み
た
い
な
か
え
る
が
、
ぴ

い
ん
と
と
び
起
き
ま
し
た
。 
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どう？気づいたかい？ 

 

「うん、このかえるは、豆つぶみたいに小さいかえるだよ。だから、 

『どがっと』土が動いたらへんだよ！小さいかえるなんだから、ちょっとし

か土は動かないと思うなあ。」 

 

なるほど、いい考えだね！ 

 

「それにさ、『どすどす・どすどす・どすどんどん。』だったら、＜お

すもうさんのかえる＞みたいになっちゃうよ。これは、小さくてかわいいか

えるだから、『どすどす』はぴったりこないよ！」 

 

うんうん。確かに、みんなの言う通り、 

 

人物にぴったり合う言葉と、あんまり合わない言葉がある。 

 

ということが分かってきたね。 

 

さて、 

今回出てきた、「パッパッポーン」や「ひらり・ぴょん」、「ちょろっと」

や「ぴこぴん・ぴこぴん」などの言葉を、 

「オノマトペ」 

っていうよ！（ちょっとふしぎな感じがする言葉だね。もともとは外国の言

葉なんだ。） 

 

「オノマトペ」は、ふだんからみんなたくさん使ってる言葉だよ。 
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・犬がワンワンないている。 

・ドアがバタンと閉まる。 

・太陽がきらきら光っている。 

・手をぎゅっとにぎる。 

 

赤い字がオノマトペだよ。どう？みんなもよく使ってる言葉でしょ？ 

 

 

で、このオノマトペには、人物にぴったり合うオノマトペと 

合わないオノマトペがあるってことを、今日、学習できたね。 

 

じゃあ、最後にノートを書こう。 

 

 

４ 今日の学習はここまで。 

  今日は、人物にぴったり合うオノマトペについて学習しました。 
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５ 今回の宿題 

①「すいせんのラッパ」を全部読む。 

②「オノマトペ」をお家の人に紹介する。そしてオノマトペを１０こ探す。 

 

それでは、第３回国語の学習を終わります。 

ありがとうございました。 


	学習の進め方
	国語　第３回　進め方ワーク


